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　ここでは、他階への延焼拡大状況をみてみます。他階へ延焼拡大しなかった 443 件を

除いた 114 件（20.5％）の延焼拡大経路をみたのが表 8-1-3 です。

　建物構造別にみると、木造・防火造では、「床の燃え抜け」が最も多く 27 件（33.8％）

となっており、３割を超えています。これは、可燃材の床を燃え抜けて延焼拡大したも

のです。次いで、「壁内」が 22 件 (27.5％) などとなっています。「壁内」からの延焼拡大は、

燃え抜けた内壁から壁間を介して上階の小屋裏へと延焼したものや、壁内から出火した

炎が上階に延焼したものです。

　また、耐火造では、「外壁の開口部」が最も多く７件（33.3％）で、これは割れた窓

ガラスから火炎が噴出しベランダ等を介して上階へと延焼拡大したものです。

　この７件は全て共同住宅から出火したものです。
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　また、防火造では、「外壁」が 18 件 (27.3％) と最も多く、次いで「開口部」が 17 件（25.8％）

などとなっています。

　耐火造では、「外壁」が２件（33.3％）、「開口部」が１件（16.7％）、などとなっています。

耐火造で「開口部」に延焼した火災１件は、ぼやであり、隣棟間隔が２ｍ未満のものとなって

います。

（10月・東久留米市）

建物全焼１棟、半焼１棟、ぼや３棟計５棟 107 ㎡焼損

　ここでは、建物から出火し、他の

建物（最初の類焼建物）へ延焼した

火災 132 件（4.9％）の延焼要因に

ついてみてみます。

　類焼建物の構造と焼損程度をみた

ものが表 8-1-4 です。

　この表をみると、類焼建物で全焼、

半焼にまで延焼拡大した火災を構造

別にみると、耐火造が１件（16.7％）、

防火造が８件（12.1％）、木造が５件

（71.4％）などとなっています。

建物構造別にみると、木造では、「外壁」、「軒裏（その他）」が各２件 (28.6％) などと
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（２月・中央区）



（２月・中央区）
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　出火階の直上階をみると、｢火災に気付くのが遅かった｣が４件（44.4％）、「廊下が火煙で利用できな

かった」が３件（33.3％）などとなっています。

　避難上支障のあった火災 33 件の建物構造別の発生状況をみると、木造・防火造が 18 件 (54.5％ )、

耐火造が14件 (42.4％)などとなっています。

　木造・防火造で避難上支障があった火災18件のうち、部分焼以上の延焼火災は16件 (88.9％)となっ

ています。この16件の避難上の支障理由をみると、「火災に気付くのが遅れた」が７件（43.8％）、「廊

下が火煙で利用できなかった」が３件（18.8％）などとなっています。

　耐火造で避難上支障のあった火災14件のうち、部分焼以上の延焼火災は11件（78.6%）となっています。

この11件の避難上の支障理由をみると、「廊下が火煙で利用できなかった」が３件(27.3％)などとなっ

ています。

　階段の種類別に避難に支障があった状況は表 8-2-3 のとおりであり、階段の不使用が 49 件発生

しています。

　不使用だった 49 件の内訳をみると、屋内階段が 30 件（61.2％）、屋外階段が 17 件（34.7％）

などとなっています。

　不使用の理由をみると、「階段へ煙が入った」が 13 件（26.5％）、「階段から出火した」、「停電の

ため使用できなかった」、「シャッターが締まらず煙が入った」が各１件（2.0％）などとなっています。



第
８
章



　この火災は、複合用途建物の８階飲食店の厨房から出火したものです。

　出火原因は、厨房内のフライヤ排気口から油かすが流入、堆積し、排気熱により過熱され発火し

たものです。

　厨房のフライヤで調理していた従業員がフライヤと背面壁の間から炎が上がっているのを発見

し、他の従業員に火災を知らせ、知らせを受けた別の従業員がエアゾール式簡易消火具と厨房に設

置された粉末消火器で消火を試みるも消火に至らず、更に下階店舗に設置された粉末消火器を搬送

し消火しました。通報は、初期消火後に従業員が店舗の固定電話で 119番通報しています。

　火元建物の客、従業員等 445 人が自動火災警報設備の地区音響装置の鳴動音を聞き、屋外階段を

使用して自主的に屋外へ避難しています。

（４月・品川区）

建物ぼや１棟　内壁若干焼損




